
外部委託業者の募集 
References: IO/24/CFN/70001061/AJI 
“Manufacturing and qualification of Specialized Components for the ITER visible spectroscopy reference 
system" 
（ITER 可視分光リファレンスシステム専用機器の製造と認定）  
IO 締め切り 2024 年 6 月 12 日(水) 
 
〇目的 
このフレームワーク契約の主な目的は、ITER 計測プログラム、特にこのプログラムの可視分光リフ

ァレンスシステムに、専門の光機械および電気部品とそれに関連する受入れおよび適合テストを提供

し、その製造および建設を支援することです。必要な部品の多様性から、ITER 機構はこの契約を複

数の契約者に授与する権利を有します。 
〇背景 
ITER プロジェクトは、核融合エネルギーの科学的および技術的実現可能性を実証することを目的と

した国際的な取り組みです。 ITER は、原子力施設 INB-174 として指定されています。これは、事

前に定義された科学的データの量と品質を生成するために構築された高信頼性、効率性、安全性の高

い装置でなければなりません。 
計測を使用して ITER デバイスを監視および制御することは、成功裏に運用するために重要です。こ

れらの計測の設計、建設、および運用計画は現在進行中です。 ITER には約 50 の計測システムがあ

り、信頼性の高いルーチン運用、高度な運用、および物理学的探索をカバーする必要があります。こ

れらの計測は、磁気、中性子、ボロメータ、赤外線、光学、紫外線、X 線、マイクロ波、および運用

システムなど、いくつかのカテゴリに分かれています。提案されたフレームワーク契約の対象となる

計測システムは、可視分光リファレンスシステム（VSRS）であり、製造段階に向けて進行中です。 
VSRS は、真空内の光学（ミラー）、高周波（RF）電子部品、および可動部品から一部で構成されて

います。さらに、真空外の光学、空気力学、電子部品、および可動部品も含まれていますが、それで

も高放射線および磁場がある領域にあります。また、求められる経験に関して重複部分がある場合に

は、他の計測システム（可視および赤外線イメージングシステム、可視分光リファレンスシステム

（真空）紫外線および X 線スペクトロスコピーおよび中性子計測システムなど）を製造およびテスト

するためのリソースを提供するための規定もこのフレームワーク契約に含まれています。 
上記のように、VSRS の部品は ITER 真空容器内にあり、高放射線および高磁場の影響を受けます。

環境および統合の制約、および計測要件により、新しいコンセプトの開発または既存のコンセプトを

特定の ITER 条件に適合させる必要があります。これらは、製造を支援するためのプロトタイピング

および適合テストを必要とするため、フレームワーク契約でカバーされる作業の最初の部分になりま

す。 
このフレームワーク契約の第二部分は、ITER 施設に設置された実際の計測システム機器の最終製造

および受け入れテストを含みます。 
 
 



 
〇作業範囲 
 
ITER機構計測プログラムは、機械部品の製造と、プロトタイプおよび最終部品の製造および適格性および受

入れテストの達成を、タスクオーダーを通じて調整します。各タスクオーダーには、期待される供給に関す

る詳細な要件を提供する特定の技術仕様があります。原則として、タスクオーダーは単一の計測サブシステ

ムの作業に制限されると予想されますが、作業が複数の計測サブシステムへの供給をカバーする場合があり

ます。一般的に、タスクオーダーは以下のカテゴリに分類されます： 
 FDR（Final Design Review）およびMRR（Manufacturing Readiness Reviews）を支援するプロ

トタイプ機器の製造および（適格性）テスト。これには、タスクオーダーへの入力として提供され

るプロトタイプ機器の仕様と図面に対するいくつかの設計作業または改善（エンジニアリング検証

を含む）が含まれる場合があります。 
 MRR（Manufacturing Readiness Reviews）を支援する製造研究。これには、製造方法や工具に

関する予想される仕様および図面の最終設計の評価（ただし、これに限定されない）、製造方法お

よび工具との互換性を確保するための設計（エンジニアリング検証を含む）の更新、製造リスクの

低減、製造方法と工具の事前適格性検証が含まれます。これには、溶接要件、溶接設計の検証、お

よび溶接の非破壊検査（NDT）の計画の検証も含まれます。また、組立テストや1：1スケールの模

型の実施の可能性も含まれます。 
 ITERグレード材料の調達、材料認証、および潜在的な材料組成テスト。これらのタスクオーダー

は、調達効率を向上させるために複数の計測サブシステムをカバーする場合があります。 
 計測機器および/またはサブアセンブリの製造と組立、工場受け入れテスト（FAT）を含む。これに

は、タスクオーダーへの入力として提供される機器の仕様と図面に対するいくつかの設計作業また

は改善（エンジニアリング検証を含む）が含まれる場合があります。また、特に製造研究が製造プ

ロセスの予期しない複雑さを明らかにするリスクが低い場合には、実際の製造とFATとを1つのタ

スクオーダーで組み合わせることでオーバーヘッドを削減することができます。 
 製造には、非常に特殊化されたサブ機器の製造を専門のサプライヤーに委託することも含まれます

（必要に応じてITERによって別個に契約される可能性があります）。そのような場合には、製造に

対するフォローアップと技術サポートがタスクオーダーの一部となります。 
 製造および組立タスクオーダーには、配送準備レビューまでのすべての段階が含まれ、IOサイトへ

の配送が組織されます。  
 
この呼び出しで要求されている作業範囲は、超高真空部品、光学部品（光学コーティングを含む）、および機

械部品の経験豊富な製造業者のサービスをカバーしています。作業範囲は次のとおりです： 
 ITERグレード材料の供給（3.1および3.2）の認証、Co、Ta、およびNbの含有量を0.05％未満、

Ta<0.01％、およびNb<0.01％の認証で購入できない場合、材料のCo、Ta、およびNb含有量のテス

トの可能性を含む。 
 ITER機構から提供されるCATIAの予備および最終モデルからの設計（3Dおよび2Dコンピュータ支

援設計モデル）。 



 複数の材料に対する溶接/ろう付け/拡散接合技術の設計および実行、および溶接/ろう付け/拡散接合の

適格性を評価するテストを含む。 
 オーステナイト系ステンレス鋼（304または316）、ニッケルベース合金、チタン、銅などの材料の加

工（ミリング、カット、穴あけ、スパーク侵食、3D印刷など）（<10マイクロン）を含む、高精度加

工。 
 機械部品の永久または一時的な組み立て。 
 真空内（鉱物絶縁ケーブル結合ボックス、セットアップおよび溶接ケーブル端部ジョイントの真空へ

の封入、ろう接合の製造、ケーブルの真空試験装置への封入）および真空外での使用の両方のための

電気配線および電気コネクタの取り付け（連通性、抵抗、接地および電磁適合性のための電気テスト

を含む）。 
 （潜在的には外部委託される）ラジオ周波数信号（〜10-100MHz）用の真空中適合性セラミックプ

リント基板（PCB）の製造。 
 溶接ジョイントまたは特定の組立品に対する真空脱気試験、残留ガス分析およびヘリウム漏れ試験

（漏れ率<1x10-10 Pa.m3.s-1）。 
 真空および光学的清潔度レベルの機器の清掃。 
 加圧回路（水冷却または空気圧アクチュエータ用など）の製造、組み立て、およびテスト。 
 熱サイクル試験。 
 機械試験、振動テーブル試験（共振、正弦またはランダム）、真空中運動試験、引張り/押し試験を含

む。 
 溶接ジョイントの放射線線量測定、超音波試験および染み透過試験。 
 メトロロジーおよび光学的アライメント（レーザートラッキングなど）。 
 カスタム光学面の製造（ダイヤモンドターニングなど）および光学精密研磨。 
 複数の材料（銅、ロジウム、プラチナ、アルミニウム、ジルコニウム-およびシリコン酸化物、ホウ

素炭化物、チタン酸化物、誘電体コーティングなど）の均一なコーティング（物理蒸着法など）、サ

ブストレートのサイズ（ステンレス鋼、銅、アルミニウム、アルミナ、窒化アルミニウムなど）が含

まれます300x300mm2（潜在的には外部委託されます）。 
 赤外線および可視（可能であれば紫外およびX線波長帯）での光学テスト（透過、鏡面/拡散反射率お

よびBRDF、コントラスト、波面誤差、ストレイライト特性など）。 
 
〇契約スケジュール 
この契約は、2024 年末までに発効し、確定期間は 4 年間であり、2 年間の延長オプションがありま

す。 
 
〇概略日程 
概略日程は以下の通りです： 
マイルストーン 暫定日程 

国内機関の推薦の要請の発行 2024年 5月末日 

事前審査の要請の発行 2024年 6月初旬 



入札発行 2024年 8月末日 

入札提出締め切り 2024年 11月中旬 

契約授与予定 2024年 10月中旬 

 
〇経験 
選考プロセスは、以下の過去の経験と施設に基づいて行われます： 

 ITER グレード材料の供給（3.1 および 3.2）認証; 
 超高真空に対応した機械部品またはシステムの供給; 
 UHV 対応の機械部品の加工; 
 UHV 非対応の機械部品の供給と加工; 
 光学部品（ミラー、レンズ、コーティング、研磨）の供給、UHV 対応および真空非対応; 
 溶接、電子ビーム溶接、およびろう付けを使用した金属組立; 
 UHV および非 UHV 電気（低電圧およびラジオ周波数）回路の製造と組立; 
 コンピュータ支援設計; 
 加工施設; 
 UHV テスト、電気テスト、光学テスト、アライメントおよび計測テストを含むテスト施設; 

 
〇候補 
参加は、個人またはグループ/コンソーシアムに参加するすべての法人に開放されます。法人とは、法

的権利及び義務を有し、ITER 加盟国内に設立された個人、企業又は機構をいいます。 
 
法人は、単独で、またはコンソーシアムパートナーとして、同じ契約の複数の申請または入札に参加

することはできません。共同事業体は、恒久的な、法的に確立されたグループ又は特定の入札手続の

ために非公式に構成されたグループとすることができます。 
 
コンソーシアムのすべての構成員(すなわち、リーダーと他のすべてのメンバー)は、ITER 機構に対し

て連帯して責任を負います。 
 
同じ法人団体に属する法人は、独立した技術的能力と財務的能力が実証できる場合に個別に参加する

ことが許されます。入札参加者（個人またはコンソーシアム）は、事前審査プロセスの間に提示され

る選定基準に従う必要があります。IO は、重複した参照プロジェクトを無視すること、並びに該当す

る法人を事前審査手続きから除外する権利を有します。 
                                                                                                                                                                   
【※ 詳しくは添付の英語版技術仕様書「Framework Service Contract for Manufacturing and 
Qualification of Specialized Components for the ITER Visible Spectroscopy Reference System」をご

参照ください。】 
ITER 公式ウェブ http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview からもアクセスが可能です。 
 

「核融合エネルギー研究開発部門」の HP： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/index.html 
では ITER 機構からの各募集（IO 職員募集、IO 外部委託、IO エキスパート募集）を逐次更新してい

ます。ぜひご確認ください。 

http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview

